
　
エ
ボ
ラ
出
血
熱
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

ジ
カ
熱
な
ど
、人
と
動
物
に
共
通
す
る
感

染
症
対
策
に
関
し
協
議
す
る「
第
２
回
世

界
獣
医
師
会‐

世
界
医
師
会〝
Ｏｎｅ 

Ｈ

ｅａ
ｌ
ｔ
ｈ
〞に
関
す
る
国
際
会
議
」に
つ

い
て
、４
月
８
日
、日
本
獣
医
師
会
の
藏
内

勇
夫
会
長（
自
民
党
県
議
団
）と
日
本
医

師
会
の
横
倉
義
武
会
長
は
、小
川
洋
知

事
、北
橋
健
治
北
九
州
市
長
と
と
も
に

県
庁
で
共
同
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

　

藏
内
会
長
は「
日
本
獣
医
師
会
と
日

本
医
師
会
の
協
定
の
下
に
福
岡
か
ら
全

国
に
広
ま
っ
た
医
師
と
獣
医
師
の
連
携

体
制
を
、さ
ら
に
ア
ジ
ア
、世
界
に
広
げ

る
機
会
に
し
た
い
」と
述
べ
、横
倉
会
長
は

「
人
獣
共
通
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。医
師
と
獣
医
師
が

知
を
結
集
し
て
対
策
を
推
進
し
た
い
」と

述
べ
ま
し
た
。ま
た
、小
川
知
事
は「
こ
の

会
議
の
成
功
に
向
け
、し
っ
か
り
準
備
し

支
援
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

本
会
議
は
本
年
11
月
10
日
、11
日
の
２

日
間
、北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
、世
界
約

40
か
国
か
ら
約
５
０
０
人
の
医
師
、獣
医

師
等
が
参
加
。ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者

の
田
中
耕
一氏
の
基
調
講
演
な
ど
が
予
定

さ
れ
、12
日
に
は
、家
族
で
楽
し
め
る「
北

九
州
ど
う
ぶ
つ
愛
護
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」も

開
催
さ
れ
ま
す
。

世
界
獣
医
師
会
と

世
界
医
師
会
の
合
同
国
際
会
議

トピック
ス

神
﨑
議
員　
「
県
民
の
日
」制
定
に
つ

い
て
知
事
の
所
見
を
問
う
。

Ａ　

１
都
14
県
で
制
定
さ
れ
て
い
る

「
都
民
の
日
」「
県
民
の
日
」は
、自
治
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、郷
土
に
つ
い
て

の
理
解
と
関
心
を
深
め
、故
郷
を
愛
す

る
心
を
育
む
と
い
う
趣
旨
で
制
定
さ
れ

て
い
る
と
思
う
。経
済
紙
の
調
査
で
は
、

本
県
は
郷
土
に
対
す
る
愛
着
度
、居
住

者
の
満
足
度
と
も
47
都
道
府
県
の
第

１
位
。郷
土
愛
が
高
ま
っ
て「
県
民
の

日
」を
求
め
る
声
が
広
ま
っ
た
時
、「
県

民
の
日
」の
制
定
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

堀
議
員　

飲
酒
運
転
撲
滅
条
例
の
改

正
で
飲
酒
運
転
検
挙
者
す
べ
て
に
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
関
す
る
受
診
や
飲
酒

行
動
に
関
す
る
指
導
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。こ
の
改
正
で
受
診
・
結
果
報
告

義
務
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
、県

と
し
て
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

正
当
な
理
由
な
く
受
診
し
な
い

場
合
は
受
診
を
命
令
し
、命
令
に
違

反
し
て
受
診
し
な
い
場
合
は
過
料
処

分
を
行
っ
て
い
る
。
指
定
医
療
機
関

を
14
に
増
や
し
、１
回
目
の
違
反
者

は
県
の
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
な

ど
26
か
所
で
医
師
ら
に
よ
る
指
導
を

し
て
い
る
。

小
河
議
員　
「
河
川
に
土
砂
が
堆
積

し
て
川
底
が
浅
く
な
っ
て
お
り
、増
水

期
に
あ
ふ
れ
な
い
か
心
配
だ
」
と
い
う

声
を
地
域
で
よ
く
耳
に
す
る
。
県
営

河
川
で
浚
渫（
し
ゅ
ん
せ
つ
）が
必
要

な
箇
所
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、実
施

し
て
い
る
か
。

Ａ　

河
川
の
点
検
結
果
と
市
町
村
や

地
域
の
皆
様
か
ら
の
情
報
を
基
に
河
川

内
の
土
砂
の
堆
積
状
況
を
把
握
し
、堆

積
の
影
響
に
よ
る
氾
濫
被
害
を
勘
案

し
た
上
で
、緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら

浚
渫
作
業
を
し
て
い
る
。今
後
も
情
報

収
集
に
努
め
、適
時
適
切
な
浚
渫
を
実

施
す
る
。

緑友会緑友会緑友会

小河 誠嗣 議員

堀　 大助 議員

神﨑　 聡 議員

渡
辺
議
員　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
長
く
生
活
で
き
る
た
め
の
施
設

の
建
設
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、市
町
村

の
福
祉
施
策
と
市
街
化
調
整
区
域
の
活

用
も
含
め
た
都
市
計
画
と
の
連
携
が
必

要
と
考
え
る
が
、知
事
の
考
え
を
問
う
。

Ａ　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整

備
は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。県
で

は
、市
街
化
調
整
区
域
内
で
の
施
設
建

設
の
許
可
要
件
を
、市
街
化
促
進
の
恐

れ
が
な
く
、福
祉
施
策
の
見
地
か
ら
必

要
な
場
合
と
し
て
お
り
、市
町
村
の
都

市
計
画
部
局
と
福
祉
部
局
と
の
連
携

が
必
要
と
考
え
る
。今
後
と
も
市
町
村

に
必
要
な
助
言
を
行
う
。

畑
中
議
員　

九
州
内
の
地
域
間
格
差
を

解
消
し
、過
疎
過
密
等
を
是
正
す
る
た

め
、東
九
州
新
幹
線
構
想
の
具
体
化
が
必

要
と
考
え
る
が
、知
事
の
所
見
を
伺
う
。

Ａ　

東
九
州
新
幹
線
は
昭
和
48
年
に

基
本
計
画
路
線
に
決
定
さ
れ
て
以
降
、

い
ま
だ
整
備
計
画
路
線
の
決
定
は
さ
れ

て
い
な
い
。福
岡
県
、大
分
県
、宮
崎
県

な
ど
で
構
成
す
る「
東
九
州
新
幹
線
鉄

道
建
設
促
進
期
成
会
」で
現
在
、経
済

波
及
効
果
や
費
用
対
効
果
な
ど
の
試

算
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、今
後
、さ
ら
な
る
機
運
の
醸
成
と

要
望
活
動
の
強
化
に
取
り
組
む
。

田
辺
議
員　

高
校
と
企
業
が
一
緒
に
生

徒
を
育
成
す
る
職
業
教
育「
デ
ュ
ア
ル
シ

ス
テ
ム
」に
つ
い
て
、長
期
就
業
訓
練
を
授

業
の一
部
と
認
め
る
先
進
事
例
を
参
考
に
、

本
県
も
協
力
企
業
を
開
拓
し
、工
業
な
ど

の
専
門
学
科
で
導
入
を
促
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
、教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

Ａ　

地
元
企
業
等
が
求
め
る
専
門
性
の

高
い
人
材
育
成
に
は
、体
験
的
な
学
習
や

企
業
と
連
携
し
た
実
習
等
の
強
化
が
必

要
。単
位
認
定
の
弾
力
化
や
連
携
企
業

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
、専
門
学
科

に
お
け
る
長
期
間
、複
数
の
企
業
実
習
が

円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

今
井
議
員　

本
県
の
失
業
率
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。年
齢
階
級
別
の
失
業

率
の
傾
向
も
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、

平
成
20
年
度
ま
で
５
％
前
後
で
推
移
し

て
い
た
完
全
失
業
率
は
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ

ク
後
に
６
％
前
後
ま
で
上
昇
し
、23
年
以

降
は
改
善
傾
向
に
あ
る
。27
年
10
〜
12

月
期
は
４・０
％
で
あ
る
。年
齢
階
級
別

で
は
、全
国
の
数
値
だ
が
、直
近
で
は
35

歳
以
上
は
２
％
後
半
で
あ
る
一
方
、15
〜

24
歳
が
４・９
％
、25
〜
34
歳
が
４・６
％

で
、若
年
層
で
高
い
傾
向
に
あ
る
。

原
田
議
員　

欠
陥
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題

に
対
す
る
県
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

住
宅
の
安
全
性
と
品
質
確
保
に
は
、

建
築
主
、設
計
者
、施
行
者
等
が
法
令
に

従
っ
て
役
割
と
責
任
を
果
た
し
、県
は
そ

れ
を
指
導・監
督
す
る
こ
と
が
必
要
。建

築
主
や
県
民
に
対
す
る
関
係
法
令
等
の

情
報
提
供
、設
計
者
等
に
対
す
る
適
正

な
業
務
体
制
整
備
の
指
導
、瑕
疵（
か

し
）等
の
問
題
に
対
応
で
き
る
専
門
相
談

員
の
配
置
、発
注
者・受
注
者
間
の
ト
ラ

ブ
ル
の
あ
っ
せ
ん
、調
停
、仲
裁
等
、こ
う

し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
瑕

疵
防
止
と
消
費
者
保
護
に
努
め
る
。

佐
々
木
議
員　

介
護
職
員
の
労
働
環

境
の
改
善
と
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
る

よ
う
、国
が
要
請
し
て
い
る
書
類
の
統

一
化
や
簡
素
化
な
ど
を
県
と
保
険
者

や
事
業
者
等
が
一
緒
に
検
討
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、知
事
の
考
え
を
問
う
。

Ａ　

県
や
保
険
者
の
担
当
者
会
議
で
、

実
地
指
導
の
際
に
事
業
者
に
作
成
を

求
め
る
文
書
の
ど
れ
が
簡
素
化
で
き
る

か
、意
見
交
換
を
行
い
、そ
の
成
果
と
平

成
28
年
度
中
に
国
か
ら
示
さ
れ
る「
業

務
効
率
化
の
た
め
の
手
引
き
」を
踏
ま

え
、事
業
者
等
の
意
見
も
聞
い
て
、関

係
書
類
の
削
減
、様
式
の
統
一
化
の
検

討
を
進
め
る
。

仁
戸
田
議
員　

小
児
が
ん
の
高
校
生

へ
の
学
習
支
援
に
お
け
る
課
題
と
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

各
学
校
に
は
単
位
認
定
に
必
要

な
出
席
日
数
の
規
定
が
あ
り
、入
院
が

長
期
に
及
ん
だ
場
合
は
卒
業
や
進
級

を
認
定
で
き
な
い
と
い
う
課
題
が
あ

る
。教
科
の
性
質
や
職
員
の
体
制
等
で

十
分
な
学
習
支
援
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
。各
学
校
で
の
個
別
の
支
援
計

画
の
作
成
、個
別
指
導
や
レ
ポ
ー
ト
等

の
成
果
に
基
づ
く
弾
力
的
な
単
位
認

定
に
つ
い
て
改
め
て
通
知
し
、病
院
で
の

学
習
支
援
が
組
織
的
か
つ
効
果
的
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
指
導
す
る
。

大
橋
議
員　

加
圧
機
能
を
持
つ
給
水
車

は
短
時
間
で
大
量
給
水
が
で
き
、災
害

時
に
は
大
変
有
用
で
あ
る
。人
口
規
模

や
エ
リ
ア
を
指
定
し
て
配
置
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
、県
内
の
給
水
車
の

配
備
状
況
と
知
事
の
見
解
を
問
う
。

Ａ　

五
つ
の
水
道
事
業
者
が
保
有
す
る

給
水
車
10
両
の
う
ち
９
両
に
加
圧
機

能
が
あ
り
、福
岡
、北
九
州
、筑
後
、筑

豊
の
４
地
域
す
べ
て
に
分
布
し
て
い
る
。

断
水
の
際
に
有
用
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、円
滑
か
つ
効
率
的
に
相
互
応
援
で

き
る
よ
う
、給
水
車
を
含
む
応
援
可
能

資
機
材
の
保
有
状
況
を
県
内
水
道
事

業
者
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

原
中
議
員　

国
は
旅
館
業
法
施
行
令

を
改
正
し
て
民
泊
を
解
禁
す
る
方
向

に
あ
り
、民
泊
を
同
法
上
の
簡
易
宿
所

に
位
置
づ
け
る
と
し
、ホ
ス
ト（
家
主
）

は
県
な
ど
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。改
正
状
況
と

関
連
法
令
の
規
制
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

改
正
案
は
今
年
の
４
月
に
施
行
予

定
。ま
た
、消
防
法
と
建
築
基
準
法
は
、

旅
館
業
法
の
適
用
を
受
け
る
民
泊
を

ホ
テ
ル・
旅
館
と
し
て
扱
い
、消
防
用
設

備
の
設
置
、立
地
の
規
制
、内
装
の
不

燃
化
な
ど
の
制
限
が
か
か
る
が
、旅
館

業
法
施
行
令
改
正
に
伴
っ
て
見
直
す
予

定
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。

民主・県政
県議団
民主・県政
県議団
民主・県政
県議団

畑中 茂広 議員

原田 博史 議員 田辺 一城 議員

佐々木 允 議員

渡辺 美穂 議員

今井 保利 議員

原中 誠志 議員

大橋 克己 議員

仁戸田 元氣 議員

一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
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